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視覚芸術作品《小格系列》における
中国古代宇宙観「天円地方」思想の表現

The Expression of Concepts from Ancient Chinese Cosmology 
in the Minigrid Series, a Work of Visual Art

劉  茜 懿
Liu Qianyi

　本論文は，インスタレーション作品《小格系列》における「天円地方」と呼ばれる中国古代宇宙観の
表現方法とその制作についてまとめたものである．「天円地方」の概念を記号化して制作した作品《小
格系列》において，表現しようとした宇宙観，作品創造における思考深化の過程と制作プロセス，意識
した作家や作品との関係について述べている．それによって，現代美術において重視される事の多い作
家のアイデンティティ（個性，独自性）創出のための一手法を論ずる．

2013年５月９日受付，2013年８月22日修正，2013年８月30日再受付
早稲田大学大学院国際情報通信研究科

1 現代芸術が置かれた状況
１.１　先端技術が触発する新しい芸術表現
　現代の視覚芸術には多様な表現形式が存在するが，
これらは絵画，インスタレーション，パフォーマンス，
映像，実験映画，マテリアル絵画の六種類の表現形式
に分類される．コンピュータや電子ディスプレイ等の情
報通信技術の発達によって，こうした視覚芸術作品が
美術館を飛び出して人々の日常生活の中に浸透するよう
になり，私たちの生活の文化水準が大きく向上すると共
に，街の風景も大きく変化した．
　そのきっかけとなったのがビデオ装置の登場であっ
た．1960年代後半にSONYが個人用の小型ビデオカ
メラをアメリカで発売して以来，人々の生活に映像が
入り込み日々の生活を動画で記録する事が可能になっ
た１．ナム・ジュン・パイク２ やビル・ヴィオラ３ らの
先進的なアーティストが，これを自らが映像を記録・
再生できる新しい媒体と位置づけ，芸術表現に取り入
れて様々な試行錯誤を繰り返した結果，後にこれがメ
ディア・アートとして認知されるようになった．現在
ではコンピュータ・グラフィックスのようにデジタル
技術を利用した新しい映像表現が芸術分野にも浸透
し，多くの芸術作品が生まれている．そしてこれらは
ニューメディア・アートと呼ばれる一つの新しいジャ
ンルを形成しつつある．

１.２　コンピュータが変えた作品と鑑賞者との関係 
　先端技術と芸術との関係を作品と鑑賞者の関係性の
視点から見るとコンピュータは芸術に対して大きな影響
を与えている．近年ニューメディア・アートとともに発

展したインタラクティブ・アートは，パフォーマンス芸
術とインスタレーション芸術がコンピュータとが結びつ
いた新しい表現形式である．その仕組みは，次のような
ものである．まず光・熱・音や物理力のセンサーを用い
て鑑賞者が発する様々な情報の計測を行う．次に，コ
ンピュータを使ってデータ処理し，得られた結果を画
像や音響としてディスプレイやスピーカーなどに出力す
る．鑑賞者がこのシステムの側に立って様々な動作を行
うと，出力される画像や音響がその動作に対応して変
化する．鑑賞者は出力結果を見て新たな動作を行う．こ
の双方向の働きかけが，鑑賞者と作品両者の間で対話
が行われるように見えるため，こうした仕組みを持つ作
品はインタラクティブ・アートと呼ばれている４．インタ
ラクティブ・アートは芸術作品に対する鑑賞者の立場を
“見る”から“参加する”に変化させた．これによって
現代美術の分野で作品と鑑賞者との関係性が注目され
るようになり，現在ではインタラクティブ・アート以外
の作品の表現形式や展示形式にも大きな影響を与えて
いる．
 
１.３　新しい芸術表現を支える伝統的な知識・文化 
　しかし，このような新しい表現もデジタル技術の時代
になって突然に新しく出現したわけではなく，古くから
存在したアイデアや知識が新しい技術によって具体化
された場合が多い．例えばコンピュータ・グラフィック
スにおいては，形状表現の基本原理は図学や幾何学に
あり，その起源は古代エジプトにまで遡る事が出来る．
色彩や陰影の表現理論もまた，ニュートンの時代の物
理光学を適用したものに過ぎない．またディスプレイ装
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置の表示原理である３原色のドット（点）の集合として
画像を構成するという考え方は，19世紀フランスの画家
ジョルジュ・スーラー５ によって始められた点描画がそ
の原点である．あるいはまたコンピュータの基本原理で
ある二進法を確立したドイツの数学家ライプニッツは古
代中国の哲学者伏曦の八卦論に大きな影響を受けたと
言われている．このように，現代の視覚芸術はこの時代
になって突然出現したというよりは，先端技術と古今東
西の伝統文化とが融合した結果であると言えるだろう．

１.４　重要視されるコンセプトと前衛性 
　近年，世界的な経済発展と映像メディアの発達に
よって視覚芸術作品の創作に関心を持つ人が増加して
いる．特にアジア地域においては作家・作品の増加が
顕著であり，結果的に，新進作家が国際的な発表の場
で独自のポジションを確立するチャンスが相対的に減少
している．またメディア・アートの分野では，作品展示
の場が美術館外へと拡大した結果，コマーシャル等の
商業的作品と競争を強いられるケースも起きつつある．
また，インターネットの普及によって世界的な情報共有
の仕組みが出来あがり，世界中の芸術に関する様々なア
イデアや制作手法・技術の共有が進んだ結果，従来の
ように作家が時間をかけて独自のポジションを構築して
いく事が難しくなりつつある．
　こうした状況の中で，作家が独自のポジションを得る
ために先端技術を積極的に取込もうとする事は自然な
方向と言える．しかし，こうした作品制作では作家が全
てを作り上げる事は稀で，エンジニアやプログラマー等
の力を借りなければ完成できないことも多い．近年，技
術が高度になるにつれ，作品の大半が技術者によって
作られる場合も出て来た．こうして制作された作品が誰
のものかを明確にするために，作品が持つ芸術性を判
断する明確な基準が必要となる．現代美術においては
これを明確にするために，作品が持つコンセプトとその
前衛性が重視されるようになった．

2 芸術表現におけるコンセプト
２.１　絵画における時間経過の表現 
　芸術の中には音楽や文学と同様に，時間の経過の中
で表現されるものが存在する．特に映画や映像では，
カットとカットの繋がり―モンタージュで時間を作り出
し，その中で撮影，録音，音楽，照明，文学などのあら
ゆるジャンルの芸術を融合している．
　一見時間とは無関係に見える絵画芸術においても時
間の概念を作品に取込もうとする試みが行われている．
「キャンベルスープ」，「マリリンモンロー」などのシル
クスクリーン版画で有名な①アンディー・ウォーホル
は，その代表的な作家の一人である．作品「キャンベル
スープ」では，長方形のキャンヴァスを格子で区切り，
区切られた格子の中に全く同じ画像を並べて印刷して
いく．その際同じ画像でも色に変化を付けて印刷する場
合もある．あるいはA4サイズほどのキャンヴァスにひ

とつのキャンベルスープのみを印刷し，それらを複数枚
印刷したものを一定の間隔を空けて展示したケースも存
在する．鑑賞者にとってこの作品の余白の部分は，作品
の中を区切る境界としてではなく個々の印刷物の間を縫
う格子状の迷路のように感じられる．鑑賞者は無意識
のうちに格子化の概念を構築し，目が格子を辿ってゆく
事によって映像のモンタージュと似たような時間経過を
意識する．同じ画面の繰り返しによって，鑑賞者は作品
のテーマである大量生産への思考を脳裏にインプットさ
れる．②会田誠の作品「美術と哲学１判断力批判批判」
はアンディ・ウォーホルの作品と非常に良く似た表現形
式を持つ．この作品は文庫本一冊分のページを切り取
り，その上にドローイングを行い，それを19㎝×14.6㎝
のキャンヴァスに納めて展示される．文庫本の１ペー
ジがベースとなっているため，これらのキャンヴァスは
一見すると同じ様に見えるが，キャンヴァスからキャン
ヴァスへと視線を移動して行くと，格子と格子の隙間が
時間の経過を感じさせ，鑑賞者は物語を読んだ後のよう
な印象を持つ．
　ウォーホルや会田の作品に見られる，小さな格子状に
区切られた区画を用いて時間経過の概念を表現する手
法は，漫画に於けるコマ割りの概念と共通するものがあ
る．

２.２　インスタレーションと宇宙観 
　時間と共に我々の身近に存在する宇宙は，人々が世界
や人間の存在について考えるきっかけとなり，多くの宗教家
や哲学者が固有の宇宙観を生み出して来た．古典芸術に
おいては宗教が持つ宇宙観を表現する事が芸術表現の目
的そのものであった．ルネッサンス以前の西洋絵画はキリス
ト教の，東洋における曼荼羅は仏教の宇宙観を表現した
芸術の典型である．
　LEDを使ったインスタレーション作品で名高い③宮
島達男は輪廻思想に大きな影響を受けたと自ら述べて
いる．彼のインスタレーション作品《Warp Time with 
Warp Self》の中では，規則正しく格子状に並べられた
LEDを使ったデジタル数字が点滅を繰り返す．それぞ
れの数字が異なる速度で点滅を続ける様子は，地球上
の様々な場所で誕生と死を繰り返す生命活動のように
感じられる．
　中国の現代芸術家である④劉旭光のインスタレーシ
ョン作品《悬空界》においても，同様の試みが見られる．
《悬空界》は千枚に及ぶキャンヴァスが整然と並ぶ印
象的な作品である．この作品は３つの部分で構成され
ている．左の部分は痕跡シリーズから派生した掛け軸
で，画面は全て“卜”という文字で構成されている． 
“卜” 6 は易の本質であり，予測不可能な出来事が起き
る日常を千枚ものキャンヴァスを並べる事によって表
現している．右側にあるキャンヴァスは“方”を表し，
真ん中で行われるインスタレーションが“円”を表し
ている．これは中国に伝わる古典的宇宙観「天円地方」
に基づくものである．
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　宮島の作品《Warp Time with Warp Self》では，先端
技術が生み出したLEDを用いて東洋の古代思想である
輪廻を表現し，劉旭光の作品「悬空界」では，「天円地
方」の宇宙観を表現するために千枚ものキャンヴァスを
整然と並べるという大掛かりな展示を行っている．こう
したインスタレーション展示においては，展示部分だけ
ではなく展示空間全体を作品と見做すため，宇宙観の
ような人間を包み込む大きな空間に対する概念との親和
性が高いと言える．
 
２.３　現代の作家が問われていること 
　宇宙とは何か，人間とは何かといった根源的な問い
かけから生まれた様々な世界観や宇宙観には，ある種
の普遍性が感じられるものが多い．芸術作品にこうした
コンセプトを導入する事によって，その普遍性や永続性
を強調しようとする試みはしばしば見受けられる．しか
し一方で，普遍的な概念の導入は，作品に現れる作家
の個性やメッセージを希薄化する可能性も少なくない．
従って作家の個性を生かしながら宇宙観のような普遍
的概念を導入するためには，単なるアイデアだけではな
く緻密で戦略的な思考に基づいた具体的な計画が必要
となる．自己のアイデンティティを起点に，どうやって
前衛性に辿り着くか，その道筋を明らかにする事が現代
の視覚芸術作品の作家に問いかけられているのである．

3 作品《小格系列》における
コンセプトとその形成過程

３.１　《小格系列》のコンセプト 

　作品《小格系列》は，３．１で述べたウォーホルや会
田の作品同様に，この小さな格子が生み出す重複と時
間経過の概念を利用して，格子を形成する静止画像の
内容とその組み合わせによって物語とそれが展開される
時空を視覚的に表現しようとする試みである．また３．
２の宮島や劉が東洋的な宇宙観である輪廻や「天円地
方」を意識したように，《小格系列》もまた中国古代思
想である「天円地方」の概念を導入した．

３.２　「天円地方」の宇宙観 
　「天円地方」は，天が円く，地は方形という古代中国
の宇宙観である．天円地方は陰陽説ともいわれ，その目
的は『易経』の陰陽体系の中の天地の誕生とその運行
の解読にある7．

　「天円地方」の本質は八卦の演化にあり，そこから演
出された天地運行図が天円地方図である．
　「天円地方」の図では，外部を覆い隠す卦象（卦の形）
が，天の運行規律を表し，中央の四角の卦象が地の運
転規律を表している．ここでは，天が主役であり，地が
脇役である．天が陽，地が陰である．両者が互いに絡
み合って，天地万物が生まれた．人は天地の真ん中に
属するポジションにあり，万物を感じ取れるもっとも霊
感のある存在とされている．

 
３.３　宇宙観の具体的な表現 
　作品《小格系列》は，水墨画の単色表現と「天円地
方」宇宙観を元にシリーズ作品として構成される．《小
格系列》の基盤を構成する25個の長方形のコマは，整
然と並ぶそのフレーム自体が“地方”を象徴し，その一
コマ一コマには歴史，哲学，日常生活の中で涌き起こる
私的感情，美学，生物学など，とりとめのない概念がラ
ンダムに描かれる．そこには，人の体への解釈，人が住
む地上，東西南北中で起こったことへの解釈を絵で記
載したため，無限の宇宙―“天円”の概念が《小格系
列》に発生する．こうした無規則に並ぶ小宇宙が“天円”
を象徴する．作品はシリーズ化され，現時点では40枚の
小宇宙から構成されているが，その数は今後も増えて
行く．

　即ち作品《小格系列》は，時の流れの中で心に浮か
んでは消えて行く様々な思いを描いた25枚の小さな絵
画を格子状に並べる事によって小宇宙であるかのよう
に構成し，それが集まったより大きな時の流れを表現す
ることによって中国古代思想を元にした多様で構造的な
宇宙観を表そうとするものである．

３.４　作品《小格系列》の形成過程
３.４.１　漫画と《小格系列》
　《小格系列》の表現形式の原点は漫画にある．漫画は
視覚芸術と時間芸術の両方の要素を持つ表現芸術であ

図１　視覚芸術作品《小格系列》 （2010）

図２　『天円地方図』
外側の円沿いの卦象が天の運転規律を表し，
内側の卦象が地の運転規律を表す． 　　　
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るが ８，一般的にストーリーが重視される現代の漫画に
おいては時間経過と物語の展開が重視されるため，30
ページ前後の枚数の紙に100以上のコマを用いて物語を
展開する．従って一つ一つのコマは時間の流れの中のあ
る瞬間を切り取った画像として，そしてそれらを通して
みた時，時間の経過と物語の進行を読み取る事が出来
る．一方，写真や絵画では一枚（又はごく少数）の画
像のみを用いて物語や時間の流れを表現する．《小格系
列》は，写真や絵画の表現手法を取り入れて１枚の紙
上に少数のコマ画像を表現しながらも，漫画で描かれる
のと同じような物語を１ページの中に表現する方法を試
みる作品として制作を開始した．

３.４.２　物語芸術からの脱却 
　幾度かの思考錯誤を経て2005年，さまざまな試行錯
誤を経て，最初の《小格系列》の制作に取りかかった．
視覚的な表現形式の確立に注力した結果，表現形式の
面では《小格系列》の基本形式を作り出す事に成功し
た．しかし，コマ数を減らし，コマ割り自由度を制限（す
べてのコマが同じ大きさで縦横に５コマずつ整然と並
ぶ）したことによって，起承転結のある物語を従来の漫
画のように細かく描く事が困難になった．
　独創性や芸術性における特徴がその細部表現に依存
する物語芸術において，詳細な表現が難しくなるという
事は，《小格系列》が物語芸術の表現手段として適切で
はないことを意味する．そこで《小格系列》では，従来
の物語表現の手法を一旦捨て去り新たな表現手法を模
索する事によって，物語のディテールを描かずとも時間
芸術としての役割を果たす方法の確立を目指す事にし
た．

３.４.３　記号創出と新たなコンセプトの模索 
　20世紀を代表する芸術家であるアンリ・マチスによ
れば，芸術の本質とは造形言語による独自の記号創出
にあると言う．小格の表現は，整然と並んだコマに関連
性の無いイメージを描く事によって行われる．無秩序に
見える各コマの画像を鑑賞者が眺めているうちに，次第
に各コマがそれぞれ一つの意味を持つ記号のように感
じるようになる．そして最終的に作品全体が整然と並ぶ
記号の集合体として見做される事によって「天円地方」
の宇宙観と作者が込めたメッセージを伝えることができ
るようになる．《小格系列》は宇宙観を記号の集合体と
して表したものと言える．
　2008年以後《小格系列》の制作においては，世界を
代表する芸術家の作品の模写を導入し，彼らが生み出
した様々な造形言語の主観的な解釈を試みた．そして
その過程に於いて生まれた自分のアイデアを加える事に
よって，固定観念にとらわれがちな現代人の感性を刺
激し，思考の再構成を促す表現内容に関する試行を繰
り返した．また2009年には，思考の再構成を日常体験の
再構築へと拡張し，小格系列をあたかも絵日記を描くよ
うに記して行く方法に発展させた．

３.４.４　作品の多様性と基本概念 
　《小格系列》は基本的に絵画芸術としての表現形式を
持つが，前述したように絵日記の性質も持っている．ま
た，その制作が日々の生活の中で日常的かつ継続的に
行われるため，これを日常行為と見做してパフォーマン
スアート9 の分野として見做す事も出来る．
　そして描かれた内容が日記のように予測不能でかつ
バラバラであることから，「天円地方」における天円の
ように，万物が持つ未知の概念と重ねる事が出来る．こ
の点から小格系列は，古代中国における「天円地方」
の宇宙観と同様な思想を見いだす事ができるであろう．

３.５　�中国人としてのアイデンティティと「天円地
方」の思想 

　《小格系列》を初めて目にした人は混沌とした印象を
受けるかもしれない．しかしその混沌は格子によって分
割され，大きさ３×４㎝のコマが縦横に規則正しく並ん
でいることに気がつくだろう．この表現形式にたどり着
いたのは，北京の街で生まれ育ったことが大きく影響し
ている．燕，前燕，大燕，遼，金，元，明，清の八代の
古都であった北京は，皇帝が住む宮殿を中心に東西南
北に道路が伸び，市内が大小様々な四角形の区画に区
切られている．

　一つ一つのコマ（＝区画）の中で繰り広げられて来た
北京800年の歴史は古代中国の宇宙観「天円地方」その
ものであるように感じられる．皇帝の住居を中心に縦と
横に大きな通路を配置して，都を東西南北の四つに分
ける．東部に貴族や大臣を，西に文化人や商売人を住
まわせて都市に必要な機能と文化を築いた．それぞれ
の区画で様々な役割を果たす人たちが集まって暮らし，
それを上から天が見守るという形である．「天円地方」
の思想は歴史的な建築物にも体現されている．古代の
帝王が天に祈る儀式をする場所，天壇と地壇は典型的
な「天円地方」建築である．
　天壇は円形の建築で，重ねられた屋根の数，台座の
直径，周囲を囲む台座の数などはすべて奇数で構成さ
れている．これは“陽数”と呼ばれ，“天”すなわち“太

図３　明の時代　北京の地図
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陽”を象徴している．その周囲を取り囲むように設け
られた地壇は，方形で段差は各８段，ここでは全ての
数が偶数であり“陰数”と呼ばれる．《小格系列》は
この文化背景から「天円地方」の構造をテーマとして
継承するものである．

３.６　テーマの表現と展開 
　前に述べたように，絵を描くという行為は造形言語
を用いた新たな記号創出の行為である．従って画像は
フォーマティヴランゲージの集合体であるとも言える．
作品《小格系列》においては「天円地方」を基盤とし
た中国の伝統文化，哲学，歴史，占いなどの思想が，
新たな記号として一つ一つのコマに表現される．格子を
基本に小さく25に区切られた小空間の中に様々な記号
が表現され，これらが一つの小宇宙を構成することで抽
象的なテーマを表現しようとしている．
　例えば，《小格系列》シリーズNo.10の一コマで，バー
ゼリッヅ 10 が“吹き出し”を破る情景が描かれている．
“吹き出し”は漫画表現の中で人が発した言葉を表現す
る記号である．従って“吹き出しを破る”という行為は，
既に言ってしまった言葉を破壊する，つまり変えること

の出来ない現実への反抗を意味する．あるいは既成概
念への否定とも言える．
　また，《小格系列》シリーズNo.29では，体の抜け殻
がハンガーにかけてある情景が描かれている．通常ハン
ガーとは服をかける道具であり，服は私たちを守る殻で
ある．人体をまるで洋服の様にハンガーに掛けることに
よって，人々の肉体と精神とを切り離す，つまり常識を
覆すことによって思考の再構成に人々を導くことを狙っ
た．

4 表現の展開とその技法
４.１　他の作家の影響 
　作家が作品の制作に着手するまでに多くの試行錯誤
を繰り返したとしても，完成した作品はシンプルでまる
で何も考えないで作ったかのような“何気なさ”が感じ
られるものがある．こうした作品は，その外見とは裏腹
に見る者に強い印象を与える．《小格系列》はこうした
作品を目指した．
　第二章で紹介した宮島達男の作品がこれに該当する．
宮島は作品「時間の海」の制作にあたって，「すごく考
えた」と語っている．しかし「時間の海」は実にシンプ
ルで，平面の各所に配置されたLEDによるデジタル数
字が点滅するだけであるにも拘らず，大変印象的なイン
スタレーション作品と評価されている．宮島の“それは
変わり続ける，それは全てと関係を結ぶ，それは永遠に
続く”（宮島達男『作品コンセプト』より）11という言葉は，
まさに現代芸術の本質を表現した言葉と言える．
　また，現代中国画の巨匠である斉白石は，“画は似象
と非象の間に存在する”という有名な言葉を残した12．
これは“画を描く時，筆に加える力を加減することが
重要だ．これによって作品が表現する世界に鑑賞者の
意識を集中させる事が可能となる．”という意味に解釈
されている．小格においては，伝統的な手書きによる
線描と，コンピュータ・グラフィックスによる機械的
な描画とを使い分ける事によって表現に微妙な変化を
与える技法を用いることによって，強弱のある描画を
行っている．

４.２　作品の変遷とその特徴 
　《小格系列》は，現在の表現方法を確立するまでに長
い年月を費やした．2005年から2007年頃までの《小格
系列》は，それまで描いていた漫画の影響が強く，物
語を凝縮して25枚の絵の中でどのように表現するかに
腐心した時代であった．この時代のそれぞれのコマは
漫画に描かれる世界の延長であり，単純化された背景
とシンプルな線で表現されるキャラクターがその特徴で
あった．
　その後，こうした単調な漫画の世界を打破しより現実
的な世界を表現するために，カメラを用いた実写画像に
よる取材を行い，写真をベースにしたスケッチや写生の
手法の導入を試みた．この試みによって，単純な線で
構成される漫画の世界は，実写風の奥行き感や立体感

図４　上空より見た天壇公園

図５　《小格系列》に見る思考のメタモルフォーゼの例
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を得る事に成功し，《小格系列》が表現する世界を拡張
する事に成功した．一方で写生により表現される画像の
単調さから逃れるために，非現実の象徴としてロボット
キャラクターを登場させる試みも行った．これが現在の
《小格系列》に登場するバーゼリッヅの原点である．

　2008－2009年に経験した現代アート作品の模写から
は視覚表現上の大きな影響を受けた．カタログ『20世
紀の美術』に出てくる抽象，キュビズム，ダダ，シュル
レアリズム，イタリア新表現主義（エンツオ・クッキ15）
などの作品を対象に，絵画の写実性（リアリズム）の超
越に挑んだ現代芸術家の様々な試みを模写によって具
体的に読み取る事が出来た．これは《小格系列》が目
指す小宇宙の表現に対して，特に具体的な表現へのア
プローチの方法と表現手法に関して大きな示唆を与える
ものとなった．現代美術作品としての《小格系列》のコ
ンセプトはこの時代に確立された．
 
４.３　表現媒体とその変遷 
　漫画から始まった《小格系列》の制作は，当初は紙
の上で行った．漫画描画のための道具，例えばペンや
烏口等はケント紙上での描画を想定して作られており，
絵画等でよく使われるキャンヴァスでは表面が粗くまた
繊維が絡まったりインクが滲むなどして漫画描画には適
さない．従って初期の作品は紙に描かれた作品を厚手
の画用紙で作られたマットに貼付ける方法によって制作
を行った．
　しかし《小格系列》の内容がマンガからスケッチや
写生へと変化するに連れて，画材への欲求も変化し，
従来のインクとペンによる表現から，アクリル（絵の
具），水彩，油性ペン等多様な画材による表現へと変化
した．その結果，使用媒体は紙からキャンヴァスへと移
行した．キャンヴァスの素材として麻布とアクリルがよ
く使われるが，麻布は目が粗く小格系列の様に小さな画
を精密に描くには適していない．またアクリルの細かな
織目と描画時のペン先の微妙な揺れとが重なって，紙へ
の描画とは異なる微妙な揺らぎのある線画を作り出すこ

とから，画材の変化が《小格系列》に新たな表現の特
徴を加える事になった．絵画表現に於いて画材の選択
は表現のディテールに影響を与える大きな要因となるこ
とが改めて理解された．
　こうした試行錯誤の結果，現在の《小格系列》は，
以下のような画材と描画のルールに沿って制作される． 

４.４　現在の《小格系列》表現とその過程 
　現在の《小格系列》は，“思考の再構成，思考のメタ
モルフォーゼ16 ”がその中心テーマである．これは既存
の物体や事象に非日常的な変化を与えたものをイメージ
として視覚表現し，鑑賞者に心理的なショックを与える
ことで実現される．具体的には，アニメーションのワン
シーン，叫びたいひと言，思い出のひとコマ等，日常生
活の中で現実に出会うワンシーンを題材に，非常識的な
要素を一部だけ加える事によって，視覚刺激を作り出そ
うとしている．
　既存の物体を限りなくリアルに表現するによって，鑑
賞者がその物体に付加された非現実的な変化に気づき
易くなる．即ち《小格系列》の中で描かれる一つ一つ
の対象は限りなく本物に近い描写が必要となる．この
ため写真を利用した取材のプロセスを重視した．初期
の《小格系列》シリーズNo.１では，自転車も車も飛行
機も想像のままに描いたが，現在の《小格系列》では
表現の対象となる物体の写真撮影に重点を置くことで
リアリティーの実現に注意を払うようになった．撮影時
の被写体の角度や視点との位置関係，画角や光の方向
等，イメージに最も近い撮影ポジションを探し，時には
デジタル画像処理システムを用いた加工も行う．こうし
て得られた写真を元に《小格系列》を構成する個々の
画像を描いてゆく．また描画にあたっては，本章の冒頭
（４.１.１）で述べた理由により，シンプルさと力加減
に注意しながら作業を進めている．
　《小格系列》の描画が終了後は，厚さが１センチ弱の
アクリル版に３㎝×３㎝に切った木製の画額を貼り付
ける．木の画額には白のアクリルを塗布することによっ
て作品の物理的な厚みを感じさせるように加工を行う．
最終的には綿で作られた白い布袋に《小格系列》を入
れ，袋の表面にスタンプでそれぞれのシリーズ番号を押
すことにより作品が完成する．
　人間は子どもが誕生した時に宗教的な儀式を行う．こ
れは洋の東西や時代を問わず，科学技術が高度に発展

図６　《小格系列》シリーズNo.23より（2009）
右上の図はシリン・ネシャット13 の『男のいな
い女たち』の模写（2009）
右下の図はアレーン・ジョーンズ14『第一歩』の模
写と変換（1960） 

画
　
材

キャンヴァス素材
サイズ

アクリル
180㎜（横）×240㎜（縦）

描画ペン サクラ　アイデンティティペン

補助用具 定規，コンパス

描
画
規
則

180㎜×240㎜のキャンヴァス上に，定規で25個
の３㎝×4.2㎝のコマを引いて描き，その中にそ
れぞれ独立した内容を描いて行く．25個のコマ同
士における起承転結などの関係性は考慮しない．

図７　《小格系列》の制作プロセス表
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した現代社会に於いても続けられている．誕生した我
が子の末永い健康と将来の繁栄を願う気持ちは，科学
的な説明を超えた全ての人間が持つ普遍的心理だろう．
作家にとって作品の完成とは，我が子の将来を記念す
る宗教的な儀式の様なものである．従って，そこには科
学的論理では説明することの出来ない多様で不可解な
儀式的行為が存在する．

４．５　《小格系列》の反複性と規則性について
　小格の画面は繰り返しのように見られるが，全部で
800を超える個々の画面に，一度たりとも同じ内容は描
かれていない．重複しているのは，それらのとりとめの
ない画面を囲むフレーム，いわばコマである．３㎝×４
㎝のコマによって画面が区切られたことで，それが小格
のアートの唯一のルールとして表現されている．そして，
ウォーホルのキャンベルスープのように，作家の作品に
託した概念を重複することで強調している．その規則性
は映像におけるモンタージュの変形であり，静止化した
ものである．脳内では動態で想像された画面が静止に
なるときの一瞬と一瞬を表している．

5 作品の公開と展示
５.１　展示の方法 
　《小格系列》の展示においては，必ず小格の背面と壁
の間に僅かな隙間が出来るように注意を払う．これに
よって《小格系列》の展示は，作品自体が空中に浮か
んでいるかのようなイメージを鑑賞者に与える．その結
果，個々の《小格系列》が一つの独立した小宇宙とし
て存在することを鑑賞者は理解するであろう．格子を用
いた作品展示は少なくないがこの形式を取る作品はあま
り見られない．

　このイメージを演出するために，《小格系列》の裏側
には直角に曲がった金属の“く”の字片を固定して壁に
固定する．《小格系列》の展示はシリーズ作品として行
われるが，これらは展示会場のスペースや周囲の雰囲
気，光との関係を考慮した上で，それらが構成する小
宇宙の集合体として最も印象的に見えるように，一列に
直線的に並べたり壁面にランダムに配置したり臨機応変
に対応する．
 
５.２　事例とその結果 
５.２.１　青年アート100における展示（巡回展） 

　2009年に北京の芸術村と呼ばれる“798”区画におい
て開催された『第一回798青年芸術家推薦展』において
《小格系列》を初めて出品した．北京を中心に活動する
若手芸術家35名が出品したこの展覧会は，中国におけ
る若手芸術家発掘のための最初の展覧会で，出品作家
は1975年以降に生まれた新鋭アーティストたちだった．
開始から4年経った現在では，国際的に活躍する作家が
多く誕生しつつある．この展覧会の開始以後，中国文化
界の現代芸術への関心，とりわけ青年芸術家への関心
が高まった．2011年には『青年アート100』という，全

国で活躍する青年芸術家
を集めたアート活動が結
成され，《小格系列》はそ
こに展示された結果，北
京，上海，杭州，広州，
フホハト等全国各地の省
立美術館において巡回展
示が行われた．

図８　《小格系列》の保存と出品前の状態 

図９　アクリル版に額縁を貼った小格の図
（白くアクリルを塗る前の状態と後の対比）

図10　798展覧会展示の様子（2010）
《小格系列》と《小格アニメーション》 

図11　カタログ『青年アート100』と青年アート100
　プロジェクトの2011年度開幕式（2011） 
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５.２.２　北京電影学院トリエンナーレにおける展示 
　作品《小格系列》の国際コンペティションへの初め
ての参加は2011年に北京で開催された北京電影学院ト
リエンナーレである．展覧会は『Trace and Leap（軌
跡と質変）』をテーマに，ビル・ヴィオラ，ダグラス・
ゴードン17 等の現代西洋美術に大きな影響を与えた作
家や，呉冠中18 のような中国古典絵画の代表画家，そ
して宋冬19 のような中国現代美術を代表する作家に加
えて，1970年以降に生まれた中国の現代芸術のアー
ティスト51名が参加した大規模な展覧会である．
　出展作品は，水墨絵画，油画絵画，映像インスタレー
ション，実験映画，インタラクティブ・アートなど多種
多様ではあるが，どれもが“質変”という本展覧会の
テーマに沿って制作されたもので，メディア芸術分野で
は，陳卓，ミョウシャオチュン（2013年度ヴェネツィア
ビエンナーレ中国館出品作家）など中国を代表する作家
たちが揃って参加した．
　ここに出展したのはシリーズNo.33作目以降の《小格
系列》で，“身体と知覚”，“表面と本質”，“世界の本質

は悲劇（ショーペンハウアー哲学）20”という３つのテー
マを基に「小格系列アニメーション第二弾：地球の心
臓」（アニメーション映像）と共に創作を行ったものであ
る．展覧会では映像インスタレーション作品として紹介
され，コンペティション部門において2000年以来に中国
において盛んになった独立作家による視覚芸術作品の
中で，80年代生まれ作家を代表する作品との評価を受
け，動画と絵画青年芸術家アカデミー賞を受賞した．
 
５.２.３　�海外での発表：スイスローザンヌマウエン

シー個人美術館（コレクション）における展
示（常設）とレユニオンビエンナーレ出品 

　展覧会への出展の他に，《小格系列》はウリ・シッグ
氏によってコレクションの一部として収蔵され，2011年
春からスイスローザンヌにあるウリシッグ美術館に常設
展示されている．ウリ・シッグ氏は“中国現代アートコ
レクション”の父と呼ばれる人物で，艾未未（アイ・ウェ
イウェイ），方力均（ファン・リージュン）などの作品
のコレクションを始めた第一人者としてその名を知られ
る実業家であり，中国現代アートの世界的なコレクター
を代表する人物である．

図12　カタログ『軌跡と質変』 と作者の紹介ページ

図13　個人カタログ『小格系列—思考のメタモル
フォーゼ』（2010）　　　　　　　 

図14　スイス，ウリシッグ美術館  館内入り口
に展示されている《小格系列》シリーズ
No.1-33（2011）

図15　フランス海外県  レユニオンビエンナーレ
 《小格系列》展示の様子（2011） 
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　《小格系列》が初めて参加した海外の国際展覧会がフ
ランス海外県のレユニオンビエンナーレである．この展
覧会は，インド洋の文化の中心であるレユニオン島で行
われ，世界各国の芸術家計28名が出品した．ビデオアー
ト，パフォーマンスなど各ジャンルの展示の中で，《小
格系列》のレユニオンシリーズと《小格アニメーション：
地籟籟》を映像インスタレーションの形式で展示した．

５.３　評　価 
　前項で述べたように，《小格系列》の展覧会へ出展し
た結果，様々な評価を受ける事が出来た．以下に代表
的な評価結果を挙げる．
■ 鮑棟（バオ・ドン）：（スペイン・イベリアアートセ

ンター中国館チーフキュレーター，スペイン） 
　《小格系列》は，個人のマンガ文化で得た経験を現代
的な見方で捉え，現代の経験を把握する独特な形式を
生み出した作品である．新しいマンガ美学の可能性が
見られる前衛的な作品である．
■ 崔 （ツイ・サンサン）：（批評家，艾未未専属

キュレーター，中国） 
　《小格系列》シリーズにおける考えを介入させるとい
うコンセプトは虚構性のある情景の仮説だ．このような
我々の意識の確定と不確定の先験的対象が，非現実な
時間を探検し，我々の365日を乗り越える．
■ 劉礼宾（リョウ・リービン）：（中央美術大学講師，
中国） 
　《小格系列》は，歴史への個人の解読，新しい可能性
を捉えるものである．
■ 杜㬢雲（ドュ・シーウン）：（雑誌『アート時代』 編

集長，中国） 
　《小格系列》は，個人の日記に似ている．一コマ一コ
マに叙事式の図象を描き，『無意志的記憶』な意識の流
れを通して彼女の日常で得たものを我々に伝えている．
手描きでそれらをまとめることで，彼女の心理構造が少
しずつ見えてくる．
■ 宮島達男：（アーティスト，東北芸術工科大学副学
長，日本） 
　作品《小格系列》では，そこから展開される小格ア
ニメーションに期待したい．
■ ウリ・シッグ（Uli Sigg,）：（世界的美術品コレク

ター，スイス） 
　《小格系列》は，ランガージュがあるデジタル画像日
記である．
 
　このように，作品《小格系列》は現代美術に於ける
前衛的な作品としての評価を受けることが出来た．国内
外における展覧会と芸術交流の場で広く受け入れられ，
あらゆる出品や受賞の経歴は，当初目標とした現代美術
作家としてのアイデンティティや存在感を人々に印象づ
ける事に成功したと思われる．これらは，人々の固定観
念に訴えかける思考のメタモルフォーゼを主旨とした芸
術作品の制作実験の結果である．また，《小格系列》に

おける造形言語は，コマを用いた記号的な表現スタイル
へと到達した．このシンプルな記号的表現には，文明や
歴史，技術や芸術など，幅広い分野の内容が備わって
いる．

6 ま と め
　本論文の冒頭において，現代芸術の分野では作家の
アイデンティティが重視されると述べた．現代美術は公
共性の高い映画や舞台芸術とは異なってプライベートな
作品として位置づけされる事が多く，そのため作家の強
烈な個性が求められる事が多い．作家の個性とは，生
まれ育った環境，成長の間に自然に身についた習慣や思
考形態が大きく影響するため，生まれ育った国，地域の
文化的特徴，そして社会問題等が表現の中に見受けら
れる事が重要だと考えられる．そしてそれが国際的な作
品展示の場に於いて強いアイデンティティを生み出す原
動力となるのではないだろうか．
　こうした考えを出発点に，視覚芸術に求められている
前衛性を獲得するための手段として，《小格系列》の制
作においては，思考のメタモルフォーゼ（思考の考え直
し）を創作の基盤に置いた．そして表現を具体化する
手段として中国の伝統的宇宙観である「天円地方」の
表現形式と，漫画で用いられる事の多いコマ割りの手法
を導入した．結果としては第６章で示したように，当初
意図した事に近い反応を得る事が出来たと思われる．ま
た，造形された物体の新たな可能性や作品の動画への
展開に関して，鑑賞者や批評家から貴重な示唆を受け
る事が出来た点は大きな成果であった．
　今後はこうした点を考慮した更なる前衛的な作品の
展開を目指したいと考えている．
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